
2023/05/30 11:15:40 / 22946979_株式会社タカチホ_招集通知_電子提供措置用

株主各位

証券コード  8225
（発送日）2023年６月９日

（電子提供措置開始日）2023年６月８日

株  主  各  位
長野県長野市大豆島5888番地

代表取締役社長 久 保 田  一 臣

第77期定時株主総会招集ご通知

拝啓　平素は格別のご高配を賜り厚くお礼申しあげます。
　さて、当社第77期定時株主総会を下記により開催いたしますの
で、ご通知申しあげます。

　本株主総会の招集に際しては、株主総会参考書類等の内容である情報（電子

提供措置事項）について電子提供措置をとっており、インターネット上の以下

の各ウェブサイトに掲載しておりますので、いずれかのウェブサイトにアクセ

スの上、ご確認くださいますようお願い申しあげます。

【当社ウェブサイト】

　https://kk-takachiho.jp/

（上記ウェブサイトにアクセスいただき、メニューより「投資家の皆様へ」

「株主総会関連」を順に選択いただき、ご確認ください。）

【株主総会資料　掲載ウェブサイト】

　https://d.sokai.jp/8225/teiji/

【東京証券取引所ウェブサイト（東証上場会社情報サービス）】

　https://www2.jpx.co.jp/tseHpFront/JJK010010Action.do?Show=Show

（上記のウェブサイトにアクセスいただき、「銘柄名（会社名）」に「タカチ

ホ」又は「コード」に当社証券コード「８２２５」を入力・検索し、「基本情

報」「縦覧書類/PR情報」を順に選択して、「縦覧書類」にある「株主総会招

集通知/株主総会資料」よりご確認ください。）
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株主各位

　なお、当日の出席に代えて、書面によって議決権を行使することができます

ので、お手数ながら後記の株主総会参考書類をご検討の上、本招集ご通知とあ

わせてお送りする議決権行使書用紙に議案に対する賛否をご表示いただき、

2023年６月28日（水曜日）営業時間終了の時(午後５時30分)までに到着するよ

うご返送くださいますようお願い申しあげます。

敬　具

記

１．日　　　時　　2023年６月29日（木曜日）午前10時

２．場　　　所　　長野県長野市大豆島5888番地

　　　　　　　　　当社本店３階ホール

　　　　　　　　（末尾の会場ご案内図をご参照ください。）

３．目 的 事 項

　　報 告 事 項　１．第77期（自2022年４月１日　至2023年３月31日)

　　　　　　　　　　事業報告、連結計算書類並びに会計監査人及び監査役会

　　　　　　　　　　の連結計算書類監査結果報告の件

　　　　　　　　２．第77期（自2022年４月１日　至2023年３月31日)

　　　　　　　　　　計算書類報告の件

　　決 議 事 項

　　　　議　　案　　取締役６名選任の件

４．招集にあたっての決定事項（議決権行使についてのご案内）

　　　　書面（郵送）により議決権を行使された場合の議決権行使書におい

て、議案に対する賛否の表示がない場合は、賛成の表示があったものと

してお取り扱いいたします。

以　上

　------------------------------------------------------------------

◎当日ご出席の際は、お手数ながら本招集ご通知とあわせてお送りする議決権

行使書用紙を会場受付にご提出くださいますようお願い申しあげます。

◎電子提供措置事項に修正が生じた場合は、上記インターネット上の各ウェブ

サイトにおいて、その旨、修正前及び修正後の事項を記載いたします。

◎会社法改正により、電子提供措置事項について上記の各ウェブサイトにアク

セスの上、ご確認いただくことを原則とし、基準日までに書面交付請求をい

ただいた株主様に限り、書面でお送りすることとなりましたが、本株主総会

においては、書面交付請求の有無にかかわらず、一律に電子提供措置事項を

記載した書面をお送りいたします。
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株主各位

　なお、電子提供措置事項のうち、次の事項につきましては、法令及び当社定

款第16条の規定に基づき、お送りする書面には記載しておりません。

　　①　連結計算書類の「連結株主資本等変動計算書」「連結注記表」

　　②　計算書類の「株主資本等変動計算書」「個別注記表」

　したがいまして、当該書面に記載している連結計算書類及び計算書類は、会

計監査人が会計監査報告を、監査役が監査報告を作成するに際して監査をし

た対象書類の一部であります。

株主総会の運営に関するお知らせ

　新型コロナウイルスの感染予防及び拡散防止のため、本株主総会会場におき

ましては開催日現在の状況に応じて、係員のマスクの着用やアルコール消毒液

の設置など、感染予防措置を講じてまいります。

　本株主総会にご出席される株主様におかれましては、ご理解とご協力を賜り

ますようお願い申しあげます。
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当事業年度の事業の状況、直前３事業年度の財産及び損益の状況

 (2022年４月１日から
2023年３月31日まで）

事　 業　 報　 告

１．企業集団の現況

(1) 当事業年度の事業の状況

①　事業の経過及び成果

　当連結会計年度におけるわが国経済は、新型コロナウイルス感染症の影響が

限定的となる中、社会経済活動の再生が進み、個人消費が回復に向かうなど景

気も緩やかに持ち直しの動きが見られました。

　国内においては感染拡大防止に取り組みつつも対応の見直しが進み、旅行支

援策の継続や海外からの入国制限等の撤廃・緩和により外国人旅行客も増加傾

向にあります。しかしながら、資源価格の上昇による原材料価格の高騰や物価

上昇による影響など、景気の先行きは依然として不透明な状況が続いておりま

す。

　このような経済情勢のなかで当社グループといたしましては、市場や顧客ニ

ーズの変化を的確に把握し、機会を捉えた商品供給による販売強化と業務の効

率化による収益力強化に努めてまいりました。

　この結果、当連結会計年度の売上高は7,334百万円（前連結会計年度比

39.8％増）、営業利益は329百万円（前連結会計年度は216百万円の営業損

失）、経常利益は327百万円（前連結会計年度は220百万円の経常損失）、親会

社株主に帰属する当期純利益は460百万円（前連結会計年度は154百万円の親会

社株主に帰属する当期純損失）となりました。

事業別の状況

　　事業別売上の状況は次のとおりであります。

[みやげ卸売事業]

　みやげ卸売事業は、新型コロナウイルス感染症の行動制限の緩和や各種政策

等により社会経済活動の再生が進み、国内観光客の回復、また各自治体におけ

る旅行支援策が継続されたことにより受注も増加し、売上高は5,114百万円

（前連結会計年度比54.6％増）となり、営業利益は351百万円（前連結会計年

度は52百万円の営業損失）となりました。
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当事業年度の事業の状況、直前３事業年度の財産及び損益の状況

[みやげ小売事業]

　みやげ小売事業は、新型コロナウイルス感染症の行動制限の緩和や各種政策

等により社会経済活動の再生が進み、国内観光客の回復、旅行支援策が継続さ

れクーポン利用も浸透したことに加え、店舗を構える長野市内にて開催された

善光寺御開帳の効果もあり、売上高は891百万円（前連結会計年度比91.8％

増）となり、営業利益は77百万円（前連結会計年度は62百万円の営業損失）と

なりました。

[みやげ製造事業]

　みやげ製造事業は、国内観光客の回復、旅行支援策の継続等により受注が増

加し、売上高は131百万円（前連結会計年度比62.8％増）となりましたが、商

品規格の変更等に伴う資材廃棄等が増加したこともあり、営業損益は16百万円

の営業損失（前連結会計年度は64百万円の営業損失）となりました。

[温浴施設事業]

　温浴施設事業は、資源価格高騰による運営費増加から前年度に続き価格改定

を行いましたが、コロナ禍の自粛生活を癒すリラックス効果と全国的なサウナ

ブームの流れもあり利用者数は維持でき、売上高は276百万円（前連結会計年

度比15.9％増）となり、営業利益は29百万円（前連結会計年度比7.2％増）と

なりました。

[不動産賃貸事業]

　不動産賃貸事業は、長野市内の「ショッピングタウンあおぞら」のテナント

管理を中心に営んでおります。このうち前年度下期から自社運営していた一部

区画を賃貸に変更したことにより、賃料収入は125百万円（前連結会計年度比

2.0％増）となりましたが、営業利益は44百万円（前連結会計年度比0.2％減）

となりました。

[アウトドア用品事業]

　アウトドア用品事業は、コロナ禍を背景としたアウトドアブームは継続して

いるものの、商品需要の一巡と競合店の進出や一部販売商品の供給遅れ等の影

響により、売上高は552百万円（前連結会計年度比20.4％減）となり、営業利

益は33百万円（前連結会計年度比63.1％減）となりました。
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当事業年度の事業の状況、直前３事業年度の財産及び損益の状況

[その他事業]

　その他事業は、ギフト店、保険代理店、飲食店等の運営が含まれます。飲食

店においては新型コロナウイルス感染症による行動制限の緩和と、長野市にお

ける善光寺御開帳の開催により来店客数が増加しましたが、保険代理店等ノン

コア事業の見直しを進めた結果、売上高は242百万円（前連結会計年度比

28.2％減）となり、営業利益は29百万円（前連結会計年度は７百万円の営業損

失）となりました。

②　設備投資の状況

　当連結会計年度中に実施いたしました設備投資の総額は38百万円で、

その主なものは、温浴施設事業及びアウトドア用品事業における設備老

朽化に伴う入替費用等であります。

③　資金調達の状況

　資金調達について特記すべき事項はありません。

項　目
第74期

2020年３月期
第75期

2021年３月期
第76期

2022年３月期

第77期
(当連結会計年度)

2023年３月期

売 上 高(千円) 9,091,970 4,654,920 5,247,278 7,334,334

経常利益又は経常損失
（△）

(千円) 49,946 △695,333 △220,592 327,710

親会社株主に帰属する当期

純利益又は親会社株主に帰

属する当期純損失（△）
(千円) 47,671 △940,131 △154,000 460,265

１ 株 当 た り 当 期 純 利 益

又は１株当たり当期純損失

（△）
(円) 76.20 △1,484.63 △242.07 723.54

総 資 産(千円) 4,234,652 3,885,980 3,648,751 4,166,713

純 資 産(千円) 2,004,247 1,069,873 910,201 1,374,140

(2) 直前３事業年度の財産及び損益の状況

　①　企業集団の財産及び損益の状況

(注)１株当たり当期純利益又は当期純損失（△）は、自己株式を控除した期中平均の株式

数により算出しております。
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当事業年度の事業の状況、直前３事業年度の財産及び損益の状況

項　目
第74期

2020年３月期
第75期

2021年３月期
第76期

2022年３月期

第77期
(当事業年度)
2023年３月期

売 上 高(千円) 8,323,268 4,224,825 4,754,020 6,757,451

経常利益又は経常損失
（△）

(千円) 62,037 △413,382 △134,539 344,716

当期純利益又は当期純損失

（△）
(千円) 64,230 △931,536 △157,283 459,280

１株当たり当期純利益又

は１株当たり当期純損失

（△）
(円) 102.67 △1,471.05 △247.23 721.99

総 資 産(千円) 4,307,771 3,850,738 3,602,402 4,157,186

純 資 産(千円) 2,018,926 1,093,148 931,692 1,394,645

　②　当社の財産及び損益の状況

(注)１株当たり当期純利益又は当期純損失（△）は、自己株式を控除した期中平均の株式

数により算出しております。
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重要な親会社及び子会社の状況

会 社 名
資本金

（千円）

当社の議
決権比率
（％）

主 な 事 業 内 容

有限会社タカチホ・サービス  3,000 　100.0 業務の請負、損害保険代理店業

株式会社越後銘販 10,000 　100.0 観光みやげ品製造・卸・小売業

株式会社札幌旬彩堂 10,000   100.0 観光みやげ品製造・卸・小売業

株式会社青森銘販 10,000 　100.0 観光みやげ品製造・卸・小売業

株式会社奥羽銘販 10,000 　100.0 観光みやげ品製造・卸・小売業

庄和堂株式会社 10,000 　100.0 観光みやげ品製造・卸・小売業

株式会社蔵王銘販 10,000 　100.0 観光みやげ品製造・卸・小売業

株式会社郡山銘販 10,000 　100.0 観光みやげ品製造・卸・小売業

株式会社赤城銘販 10,000 　100.0 観光みやげ品製造・卸・小売業

株式会社佐渡銘販 10,000 　100.0 観光みやげ品製造・卸・小売業

株式会社東京旬彩堂  3,000 　100.0 観光みやげ品製造・卸・小売業

株式会社富士銘販 10,000 　100.0 観光みやげ品製造・卸・小売業

株式会社ひだ銘販 10,000 　100.0 観光みやげ品製造・卸・小売業

(3) 重要な親会社及び子会社の状況

   ① 親会社との関係

　　　該当事項はありません。

   ② 重要な子会社の状況

(注)当社の連結子会社は、上記の子会社のみであり、持分法適用関連会社はありません。
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対処すべき課題、主要な事業内容、主要な営業所及び工場、使用人の状況、主要な借入先

(4) 対処すべき課題

　当業界をとりまく経営環境は、個人消費の抑制の継続に加え、企業間競

争がいっそう厳しさを増すものと考えております。依然として新型コロナ

ウイルス感染症の完全な収束は見通せないことから引き続きWithコロナ、

アフターコロナとしての影響が続き、また資源価格の上昇による原材料の

更なる高騰が懸念されるなど、先行きの予測は大変難しい状況にありま

す。

　このような状況の中、新型コロナウイルス感染症の影響を大きく受けた

観光みやげ品事業においては更なる回復を目指し、当社グループでは「更

に上へ　人の成長と企業の成長」を年度スローガンとして新たな価値創

造・業務効率化と生産性の向上・意識改革・業務改善を実行し組織体制の

強化を図ります。

①成長に向けた収益の確保

　面と幅（地域とチャネル）を拡大し、新たなサービスの立案・実施に

努め、新たな販路・サービスへの営業強化と情報共有・提供、消費者ニ

ーズの収集・分析によるマーケティング力の強化を目指します。

　収益力の強化として商品戦略、価格戦略による粗利率の向上を目指す

と共に、新規商材の発掘、粘り強い商品育成、効果的な販促強化、地域

特化商品開拓により商品力強化に努めます。

　また、キャッシュフローを改善し、納品体制の改善、業界慣習の改革

によるコスト削減に努めます。

②人材育成と体制整備

　人材育成としてマネジメントスキルの向上によるチームビルディン

グ、権限委譲によるボトムアップと業務レベルの向上に努めると共に、

希望部署公募制の推進、評価制度の見直しによる公平な評価・昇進制度

の運用によりキャリアプランの確立を進めます。

　組織力強化として縦・横の連携、部署内・部署間での協力体制、部署

横断的なPJチームの組成と、機動的な部署異動による人員の適性配置を

行います。

　また、多様性の確保と推進、女性管理職比率の向上を目指し、ダイバ

ーシティ＆インクルージョンを推進し、従業員の処遇向上、健康経営の

推進、ESの向上などによる環境整備を進めてまいります。
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対処すべき課題、主要な事業内容、主要な営業所及び工場、使用人の状況、主要な借入先

③中長期に向けた取組み

　積極的な情報発信によるIR強化、中期経営計画へのコミット、成長に

向けた投資を行い企業価値の向上に努めます。

　また、業務効率化として人時生産性向上による効率的な利益創造体制

をつくり、DXによる業務効率化として効果的な在庫運用、手仕事・紙仕

事の削減を進めてまいります。

　そして、他業種との連携強化を進め、多様な人材（副業人材、インタ

ーン等）を活用すると共に、行政・DMOとの共創を図ります。

(5) 主要な事業内容（2023年３月31日現在）

　当社グループの事業は、観光みやげ品の卸売事業、みやげ小売事業、み

やげ製造事業、温浴施設事業、不動産賃貸事業、アウトドア用品事業及び

ギフト用品などの一般小売事業、飲食事業で構成されております。

② 主要な

子会社

有限会社タカチホ・サービス

　本社：　長野県長野市大豆島5888番地

(6) 主要な営業所（2023年３月31日現在）

① 当社

本　社 長野県長野市大豆島5888番地

営業所 長野営業所（長野市）・松本営業所（松本市）

小売店舗 みやげ品小売店舗「九九や旬粋」（長野県）など７店舗

一般商品小売店舗「バンバン高田店」（長野県）など４店舗

製造工場 「お菓子工房」（長野県）１施設

温浴施設 「まめじま湯ったり苑」（長野県）１施設

その他 「ショッピングタウンあおぞら」（長野県）１施設、１店舗

株式会社越後銘販

　本社：　新潟県新潟市中央区大島156番地１

株式会社札幌旬彩堂

　本社：　札幌市白石区菊水元町八条三丁目５番55号

株式会社青森銘販

　本社：　青森県十和田市東三番町３番41号

株式会社奥羽銘販

　本社：　岩手県盛岡市津志田中央二丁目７番８号

庄和堂株式会社

　本社：　山形県鶴岡市文下字広野11番地１
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対処すべき課題、主要な事業内容、主要な営業所及び工場、使用人の状況、主要な借入先

株式会社蔵王銘販

　本社：　宮城県仙台市宮城野区萩野町一丁目13番地８号

株式会社郡山銘販

　本社：　福島県郡山市安積町荒井字大久保45番地１

株式会社赤城銘販

　本社：　群馬県沼田市久屋原町212番地５

株式会社佐渡銘販

　本社：　新潟県佐渡市上矢馳640番地

株式会社東京旬彩堂

　本社：　東京都足立区入谷一丁目12番14号

株式会社富士銘販

　本社：　静岡県御殿場市板妻字82番地67

株式会社ひだ銘販

　本社：　岐阜県高山市松本町72番地１

使 用 人 数 前 連 結 会 計 年 度 末 比 増 減

130名 14名減

使 用 人 数 前事業年度末比増減 平 均 年 齢 平 均 勤 続 年 数

128名 10名減 44.9歳 16.1年

(7) 使用人の状況（2023年３月31日現在）

　①企業集団の使用人の状況

(注) 使用人数は就業人員であり、パートタイマー及び嘱託社員は含んでおりません。

　②当社の使用人の状況

(注) 使用人数には、パートタイマー及び嘱託社員の51名は含まれておりません。

借 入 先 借 入 額

株 式 会 社 八 十 二 銀 行 721,587千円

長 野 信 用 金 庫 717,252

長野県信用農業協同組合連合会 170,720

株 式 会 社 三 井 住 友 銀 行 40,024

株 式 会 社 み ず ほ 銀 行 1,647

(8) 主要な借入先の状況（2023年３月31日現在）
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株式の状況、新株予約権等の状況

株 主 名 持 株 数 持 株 比 率

久 保 田 　 一 　 臣 42,554 株 6.68％

株 式 会 社 八 十 二 銀 行 31,100 4.88

株 式 会 社 Ｓ Ｂ Ｉ 証 券 27,400 4.30

宮 　 尾 　 　 　 聡 25,210 3.96

久 保 田 　 優 　 子 24,700 3.88

長 野 信 用 金 庫 24,000 3.77

奥 村 　 学 21,800 3.42

所 　 正 純 21,152 3.32

二 本 松 　 武 　 典 16,000 2.51

八 十 二 キ ャ ピ タ ル 株 式 会 社 14,500 2.27

２．会社の現況

(1) 株式の状況（2023年３月31日現在）

①　発行可能株式総数　　　　　　　 1,600,000株

②　発行済株式の総数　　　　　　　　 727,500株

③　株主数　　　　　　　　　　　　　　 1,283名

④　大株主（上位10名）

(注) 当社は、自己株式91,370株を保有しておりますが、上記大株主から除いております。

また、持株比率は自己株式を控除して計算しております。

(2) 新株予約権等の状況

　該当する事項はありません。
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会社役員の状況

会社における地位 氏 名 担当及び重要な兼職の状況

代 表 取 締 役 社 長 久 保 田 　 一 　 臣

常 務 取 締 役 宮 尾 　 聡
営業本部長兼ﾏｰｹﾃｨﾝｸﾞ部長兼製造部長
兼店舗運営部長

取 締 役 寺 　 澤 　 和 　 宏 管理本部長兼総務部長

取 締 役 中 　 村 　 徳 　 男 中村税理士事務所代表

取 締 役 湯 原 儀 芳

常 勤 監 査 役 所 　 正 純

監 査 役 滝 澤 　 亮 日穀製粉株式会社非常勤監査役

監 査 役 目 黒 　 匡 長野信用金庫常務理事

(3) 会社役員の状況

①　取締役及び監査役の状況（2023年３月31日現在）

(注) １. 取締役中村徳男氏及び取締役湯原儀芳氏は、社外取締役であります。

２. 監査役所正純氏は、長年当社の経営企画、内部監査業務を担当しており、財務及

び会計に関する相当程度の知見を有するものであります。

３. 監査役滝澤亮氏及び監査役目黒匡氏は、社外監査役であります。

４. 当社は、取締役中村徳男氏、取締役湯原儀芳氏及び監査役滝澤亮氏を東京証券取

引所の定めに基づく独立役員として指定し、同取引所に届け出ております。

②　役員等賠償責任保険契約の内容の概要

　当社は、保険会社との間で、被保険者たる役員が役員としての業務に

関し行った行為に基づき保険期間中に損害賠償請求を受けた場合に、法

律上負担すべき損害賠償金及び訴訟費用を保険金として支払う旨の会社

法第430条の３第１項に規定する役員等賠償責任保険契約（以下本契約

といいます。）を締結しております。本契約の被保険者は、当社の役員

であり、その保険料は全額当社が負担しております。なお、本契約の締

結により、被保険者の職務の執行の適正性が損なわれることのないよ

う、本契約上に保険金額の上限、免責事由を設定するなど、一定の措置

を講じております。
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会社役員の状況

区 分
報酬等の総額

（百万円）

報酬等の種類別の総額

（百万円）
対象となる

役員の員数

（名）基本報酬
非金銭

報酬等

取　締　役
（うち社外取締役）

45
（１）

45
（１）

－
（－）

５
（２）

監　査　役
（うち社外監査役）

10
（１）

10
（１）

－
（－）

３
（２）

合　　　計
（うち社外役員）

55
（３）

55
（３）

－
（－）

８
（４）

③　取締役及び監査役の報酬等の総額

　イ．当事業年度に係る報酬等の総額

(注)　取締役の報酬等の総額には、使用人兼務取締役の使用人分給与は含まれておりませ

ん。

　ロ．取締役及び監査役の報酬等についての株主総会の決議に関する事項

　取締役の金銭報酬の額は、2017年６月29日開催の第71期定時株主総

会において年額240百万円以内（うち社外取締役５百万円以内。ただ

し使用人兼務取締役の使用人分給与は含まない）と決議しておりま

す。当該株主総会終結時点の取締役の員数は、６名（うち、社外取締

役は１名）です。

　また金銭報酬とは別枠で、2020年６月26日開催の第74期定時株主総

会において、譲渡制限付株式報酬として年額20百万円以内、株式数の

上限を年40,000株（社外取締役は付与対象外）と決議しております。

当該株主総会終結時点の取締役（社外取締役を除く）の員数は、４名

です。

　監査役の金銭報酬の額は、2017年６月29日開催の第71期定時株主総

会において年額24百万円以内と決議しております。当該株主総会終結

時点の監査役の員数は、３名（うち、社外監査役は２名）です。

　また金銭報酬とは別枠で、2020年６月26日開催の第74期定時株主総

会において、譲渡制限付株式報酬として年額２百万円以内、株式数の

上限を年4,000株（社外監査役は付与対象外）と決議しております。

当該株主総会終結時点の監査役（社外監査役を除く）の員数は、１名

です。

　ハ．役員報酬等の内容の決定に関する方針等

　当社の役員報酬は、株主総会で決議された報酬の限度内で、世間水

準及び対従業員給与との均衡を総合的に勘案して決定しております。

　取締役の報酬等の額の決定権限を有する者は、取締役会の決議を経

－ 14 －
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会社役員の状況

取締役会
（９回開催）

監査役会
（９回開催）

出 席 回 数 出 席 回 数

取締役 中 村 徳 男 ６回 －回

取締役 湯 原 儀 芳 ９ －

監査役 滝 澤 　 亮 ９ ９

監査役 目 黒 　 匡 ８ ８

て代表取締役であり、株主総会にて決議された報酬総額の範囲内にお

いて決定しております。代表取締役久保田一臣に決定権限を委任した

理由は、当社の事業を熟知しており当社全体の業績をふまえ各取締役

の担当事業の評価を行うのに最も適切であると判断したためです。取

締役会は、当事業年度に係る取締役の個人別の報酬等について、報酬

等の内容の決定方法及び決定された報酬等の内容が当該決定方針に沿

うものであると判断しております。

　監査役の報酬等は、株主総会で決議された報酬総額の範囲内におい

て、監査役の協議により決定しております。

④　社外役員に関する事項

イ．他の法人等と重要な兼職の状況及び当社と当該他の法人等との関係

・社外取締役中村徳男氏は、中村税理士事務所の代表であります。同

事務所と当社との間には特別な利害関係はありません。

・社外監査役滝澤亮氏は、日穀製粉株式会社の非常勤監査役でありま

す。同社と当社との間で定型的な商取引を行っておりますが、社外

監査役個人が利害関係を有するものではありません。

・社外監査役目黒匡氏は、長野信用金庫の常務理事であります。同金

庫と当社との間で定型的な金融取引を行っておりますが、社外監査

役個人が利害関係を有するものではありません。

ロ．当事業年度における主な活動状況

・取締役会及び監査役会への出席状況

・取締役会及び監査役会における発言状況並びに社外取締役に期待さ

れる役割に関して行った職務の概要

　取締役中村徳男氏、取締役湯原儀芳氏、監査役滝澤亮氏及び目黒

匡氏は、取締役会ではそれぞれ専門的な立場から監督、助言等を行

うなど、意思決定の妥当性・適正性を確保するための発言を行って

おり、適切な役割を果たしております。

　また、監査役会において、監査の方法その他の監査役の職務の執

行に関する事項について、発言を行っております。
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会計監査人の状況

支 払 額

当事業年度に係る会計監査人としての報酬等の額 22百万円

当社及び子会社が会計監査人に支払うべき金額その他財
産上の利益の合計額

22百万円

(4) 会計監査人の状況

①　名称　　清陽監査法人

②　報酬等の額

(注) １. 当社と会計監査人との監査契約において、会社法に基づく監査と金融商品取引法
に基づく監査の監査報酬等の額を明確に区分しておらず、実質的にも区分できま
せんので、当事業年度に係る会計監査人の報酬等の額にはこれらの合計額を記載
しております。

２. 監査役会は、会計監査人の監査計画の内容、会計監査の職務遂行状況及び報酬見
積りの算出根拠などが適切であるかどうかについて必要な検証を行ったうえで、
会計監査人の報酬等の額について同意の判断をいたしました。

③　会計監査人の解任又は不再任の決定の方針

　監査役会は、会計監査人の職務の執行に支障がある場合等、その必要

があると判断した場合は、株主総会に提出する会計監査人の解任又は不

再任に関する議案の内容を決定いたします。

　また、会計監査人が会社法第340条第１項各号に定める項目に該当す

ると認められる場合は、監査役全員の同意に基づき、会計監査人を解任

いたします。この場合、監査役会が選定した監査役は、解任後最初に招

集される株主総会において、会計監査人を解任した旨及びその理由を報

告いたします。
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業務の適正を確保するための体制、剰余金の配当等に関する基本方針

(5) 業務の適正を確保するための体制

　取締役の職務の執行が法令及び定款に適合することを確保するための

体制その他業務の適正を確保するための体制についての決定内容の概要

は以下のとおりであります。

①取締役及び使用人の職務の執行が法令及び定款に適合することを確保す

るための体制

　当社はコンプライアンスに係る社内規程「コンプライアンス基本規

程」、「コンプライアンス憲章」を定め、「業務従事者行動規範」を中

心に取締役及び使用人の法令遵守の強化推進を行っております。またコ

ンプライアンス担当役員により役職員に対し教育・研修を継続的に行っ

ております。

　また内部通報体制に係る社内規程を定め、取締役及び使用人等が社内

においてコンプライアンス違反行為を防止する体制を構築するとともに

通報内容を秘守し、通報者に対し不利益な扱いを行わないことを定めて

おります。

②取締役の職務の執行に係る情報の保存及び管理に関する体制

　取締役の職務の執行に係る「取締役会議事録」、「役員会議事録」、

「経営会議議事録」、「稟議書」等の重要文書及びその他の情報につい

ては「文書管理規程」ほか社内規程の定める方法により適切に保存管理

しており、取締役及び監査役はいつでもこれらの文書を閲覧できる体制

になっております。

③損失の危険の管理に関する規程その他の体制

　事業活動全般にわたり発生する様々なリスクに対し、統括責任者とし

て管理本部長が管理しており、子会社を含めて全社的対応を行っており

ます。経営戦略上のリスクについては役員会及び経営会議において、業

務上のリスクについては関連部門においてそれぞれリスク分析及びその

対応策を検討し取締役会、役員会、経営会議において報告及び審議して

おります。

④取締役の職務の執行が効率的に行われることを確保するための体制

　取締役の意思決定を効率的に執行するために「業務分掌規程」、「職

務権限規程」、「稟議規程」等を定め、適正且つ効率的に職務の執行が

行われる体制を確保しております。
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業務の適正を確保するための体制、剰余金の配当等に関する基本方針

　また取締役会を定期的に開催し、各取締役の職務の執行に対する評

価・分析を行っている他、常勤役員による役員会並びに常勤役員及び経

営戦略決定に必要な部門長による経営会議を定期的に開催し、業務執行

に関する事項に係る報告及び重要事項の係るテーマについて審議をして

おります。

⑤当社並びに子会社からなる企業集団における業務の適正を確保するため

の体制

　当社グループは、経営基本方針、年度基本方針に基づき、方針と施策

についての協議を行い、経営計画に沿った企業経営を行っております。

また役員会及び経営会議にて子会社管理担当の部門長より業務状況等の

執行報告が定例的に行われております。

　当社グループ各社の内部監査及び内部統制監査を行う担当部署を設

け、グループ各社と協議、情報の共有、指示、伝達を効率的に行ってお

り、その結果を代表取締役及び監査役に報告をしております。

⑥監査役がその職務を補助すべき使用人を置くことを求めた場合における

当該使用人に関する体制並びに当該使用人の取締役からの独立性に関す

る体制

　監査役から要請があった場合、監査役の職務を補助すべき使用人を置

くものとし、当該使用人はその要請に関して取締役会の指揮命令を受け

ない体制となっております。

⑦取締役及び使用人が監査役に報告するための体制その他の監査役への報

告に関する体制

　監査役は取締役会、役員会、経営会議及びその他の重要な会議に出席

すると共に、取締役からその職務の執行状況の聴取を行い、関係資料を

閲覧し意見を述べることができる体制となっております。

　取締役及び使用人は、当社グループに重大な影響を及ぼす事象が発生

又は発生する恐れがあるとき、取締役及び使用人が違法又は不正な行為

を発見したとき、その他監査役が報告すべきものと定めた事象が発生し

たときは、速やかに監査役に報告する体制となっております。

⑧その他監査役の監査が実効的に行われることを確保するための体制

　取締役及び使用人は、監査役から当社グループに係る会社情報を求め

られたときは遅延なく提供できるようにするなど、監査役の監査環境の

整備を整えております。
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業務の適正を確保するための体制、剰余金の配当等に関する基本方針

　また監査役会は代表取締役、監査法人との定期的な意見交換を開催

し、併せて内部監査部門との連携を図っております。

⑨財務報告の信頼性を確保するための体制

　当社グループは、金融商品取引法等の定めに従い、健全な内部統制環

境の保持に努めてまいります。また有効且つ正当な評価ができる内部統

制システムを構築し、適正な運用に努めることにより、財務報告の信頼

性と適正性を確保いたします。

⑩反社会勢力排除に向けた基本的な考え方及びその整備状況

　当社グループは、社会の秩序や安全に脅威を与え、健全な経済、社会

の発展を妨げる反社会的勢力との関係を遮断し、当社及びグループ各子

会社の事業に対する公共の信頼の維持、業務の適正性及び健全性を確保

することを基本方針としております。

　また反社会的勢力による不当要求があった場合、警察、暴力追放運動

推進センター、弁護士などの外部専門機関と緊密な連携を図り、組織的

且つ速やかに対応してまいります。

(6) 業務の適正を確保するための体制の運用状況の概要

1.コンプライアンス体制

①コンプライアンス基本規程、業務従事者行動規範、個人情報保護方針

等、遵守すべき規範・指針を印刷した「コンプライアンス憲章」を当社

グループ全社員へ配布し、コンプライアンスを遵守すべく周知徹底を図

っております。また部門ごと定期的にコンプライアンス憲章記載の規

範・指針について研修会を実施いたしました。

②内部通報窓口を社内及び第三者機関に設置し、内部通報制度による通報

があった場合の調査及び適切な措置の実行を当社内部監査課が行う体制

を整えております。

2.リスク管理体制

①事業活動全般にわたり発生する様々なリスクに対し、統括責任者として

管理本部長が管理しており、子会社を含めて全社的対応を行っておりま

す。経営戦略上のリスクについては役員会及び経営会議において、業務

上のリスクについては関連部門においてそれぞれリスク分析及びその対

応策を検討し取締役会、役員会、経営会議においてその報告及び審議を

しております。
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業務の適正を確保するための体制、剰余金の配当等に関する基本方針

②内部監査課が内部監査規程に基づき、内部監査計画書に沿って当社及び

各グループ子会社の内部監査を実施、リスク状況を把握・監視してお

り、内部監査報告書を通じて当社役員に対して報告がなされておりま

す。

3.経営管理体制

　常勤役員で構成された役員会並びに常勤役員及び経営戦略決定に必要

な部門長で構成された経営会議をそれぞれ月２回定期的に開催し、重要

事項の審議及び検討をし、経営計画の進捗状況についての報告及び対策

等の検討を行っております。

4.取締役の職務執行について

　取締役会を定期的に開催し、各取締役の職務の執行に対する評価・分

析を行っている他、業績の報告及び経営上の重要事項の審議及び承認を

行っており、本取締役会に監査役も出席することで、取締役の業務執行

の状況の把握を行っております。

5.監査役の職務執行について

　常勤監査役１名が役員会、経営会議に出席し、取締役の職務執行状況

を監査しております。

(7) 剰余金の配当等に関する基本方針

　当社は、株主の皆様への利益還元を経営の重要政策のひとつと位置づ

け、収益力の向上、財務体質の強化等を総合的に勘案し、配当を実施し

ていくことを基本方針としております。

　当社は、中間配当と期末配当の年２回の剰余金の配当を行うことを基

本方針としており、これらの剰余金の配当等の決定機関は、期末配当に

ついては株主総会、中間配当については取締役会であります。

　しかしながら、当事業年度においては収益回復はしたものの未だ利益

剰余金がマイナスであることを踏まえ、誠に遺憾ではありますが、期末

配当を無配とさせていただきます。

　全社員の意識改革及び業務改善により、安定的に利益が確保できる体

制を確実なものとし、早期の復配を目指す所存であります。
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連結貸借対照表

（2023年3月31日現在）
（単位：千円）

科 目 金 額 科 目 金 額

（ 資 産 の 部 ） （ 負 債 の 部 ）

流 動 資 産

現 金 及 び 預 金

受 取 手 形

売 掛 金

商 品 及 び 製 品

原材料及び貯蔵品

そ の 他

貸 倒 引 当 金

固 定 資 産

有 形 固 定 資 産

建物及び構築物

機 械 装 置 及 び 運 搬 具

工 具 器 具 備 品

土 地

無 形 固 定 資 産

ソ フ ト ウ エ ア

そ の 他

投資その他の資産

投 資 有 価 証 券

敷金及び保証金

繰 延 税 金 資 産

そ の 他

貸 倒 引 当 金
　

2,026,622

913,524

34,152

616,866

391,593

41,100

30,442

△1,056

2,140,090

1,586,469

598,066

39,372

46,209

902,820

112,131

12,188

99,943

441,488

49,075

116,349

234,349

53,232

　△11,518
　

流 動 負 債 　1,156,790

支 払 手 形 及 び 買 掛 金 　405,370

１年以内返済予定長期借入金 　356,397

賞 与 引 当 金 　45,963

契 約 負 債 　13,632

未 払 金 　49,960

未 払 費 用 　58,435

未 払 法 人 税 等 　78,896

そ の 他 　148,134

固 定 負 債 1,635,782

長 期 借 入 金 　1,312,505

資 産 除 去 債 務 　94,807

長期預り保証金 　214,820

そ の 他 　13,650

負 債 合 計 　2,792,573

（純資産の部）

株 主 資 本 　1,369,858

資 本 金 　1,000,000

資 本 剰 余 金 　701,711

利 益 剰 余 金 　△152,711

自 己 株 式 　△179,140

その他の包括利益累計額 　4,281

その他有価証券評価差額金 　4,281

純 資 産 合 計 　1,374,140

資 産 合 計 　4,166,713 負 債 純 資 産 合 計 　4,166,713

連 結 貸 借 対 照 表

（注）金額は千円未満を切り捨てて表示しております。
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連結損益計算書

（2022年４月１日から
2023年３月31日まで）

（単位：千円）

科 目 金 額

売 上 高 　7,334,334

売 上 原 価 　5,254,078

売 上 総 利 益 　2,080,255

販 売 費 及 び 一 般 管 理 費 　1,751,079

営 業 利 益 　329,176

営 業 外 収 益

受 取 利 息 及 び 配 当 金 676

受 取 事 務 手 数 料 　1,276

受 取 手 数 料 6,099

そ の 他 3,165 11,217

営 業 外 費 用

支 払 利 息 　10,851

そ の 他 　1,831 　12,682

経 常 利 益 327,710

特 別 利 益

事 業 譲 渡 益 2,750

助 成 金 収 入 47,026 49,776

特 別 損 失

固 定 資 産 除 却 損 405 405

税 金 等 調 整 前 当 期 純 利 益 377,081

法 人 税 、 住 民 税 及 び 事 業 税 　68,015

法 人 税 等 調 整 額 　△151,199 　△83,184

当 期 純 利 益 460,265

親 会 社 株 主 に 帰 属 す る 当 期 純 利 益 460,265

連 結 損 益 計 算 書

（注）金額は千円未満を切り捨てて表示しております。
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貸借対照表

（2023年3月31日現在）
（単位：千円）

科 目 金 額 科 目 金 額

（ 資 産 の 部 ） （ 負 債 の 部 ）

流 動 資 産

現 金 及 び 預 金

受 取 手 形

売 掛 金

商 品

製 品

原 材 料

貯 蔵 品

前 渡 金

前 払 費 用

関 係 会 社 短 期 貸 付 金

そ の 他

貸 倒 引 当 金

固 定 資 産

有 形 固 定 資 産

建 物

構 築 物

機 械 装 置

車 両 運 搬 具

工 具 器 具 備 品

土 地

無 形 固 定 資 産

借 地 権

ソ フ ト ウ エ ア

そ の 他

投資その他の資産

投 資 有 価 証 券

関 係 会 社 株 式

出 資 金

破産更生債権等

敷 金 保 証 金

繰 延 税 金 資 産

保 険 積 立 金

そ の 他

貸 倒 引 当 金
　

　1,903,025

　672,086

　32,712

　709,071

277,949

13,352

40,985

114

　0

　10,164

257,822

37,191

△148,426

　2,254,161

　1,576,470

　573,626

　22,625

　39,372

　0

　38,024

　902,820

　110,640

　94,377

　12,188

　4,075

　567,050

　29,909

　163,782

　30

　3,000

　92,674

　239,119

23,055

　24,375

　△8,897
　

流 動 負 債 　1,113,362

買 掛 金 　405,056

関 係 会 社 短 期 借 入 金 25,714

１年以内返済予定長期借入金 　332,643

未 払 金 　48,668

未 払 費 用 　48,748

未 払 法 人 税 等 73,862

未 払 消 費 税 等 49,100

前 受 金 　20,742

預 り 金 　4,686

賞 与 引 当 金 　44,437

契 約 負 債 13,632

そ の 他 46,071

固 定 負 債 　1,649,178

長 期 借 入 金 　1,294,833

関係会社長期借入金 　31,067

長期預り保証金 　214,820

資 産 除 去 債 務 　94,807

そ の 他 　13,650

負 債 合 計 　2,762,541

（純資産の部）

株 主 資 本 　1,390,363

資 本 金 　1,000,000

資 本 剰 余 金 　701,711

資 本 準 備 金 1,251

その他資本剰余金 　700,459

利 益 剰 余 金 　△132,206

利 益 準 備 金 　107,182

その他利益剰余金 　△239,388

繰越利益剰余金 　△239,388

自 己 株 式 　△179,140

評価・換算差額等 　4,281

その他有価証券評価差額金 　4,281

純 資 産 合 計 　1,394,645

資 産 合 計 　4,157,186 負 債 純 資 産 合 計 　4,157,186

貸　借　対　照　表

（注）金額は千円未満を切り捨てて表示しております。
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損益計算書

（2022年４月１日から
2023年３月31日まで）

（単位：千円）

科 目 金 額

売 上 高 　6,757,451

売 上 原 価 　5,276,717

売 上 総 利 益 　1,480,734

販 売 費 及 び 一 般 管 理 費 　1,139,895

営 業 利 益 　340,839

営 業 外 収 益

受 取 利 息 及 び 配 当 金 2,380

受 取 事 務 手 数 料 5,677

受 取 手 数 料 6,019

そ の 他 2,666 　16,743

営 業 外 費 用

支 払 利 息 　11,035

そ の 他 1,831 　12,866

経 常 利 益 　344,716

特 別 利 益

助 成 金 収 入 27,639

そ の 他 79 27,718

特 別 損 失

固 定 資 産 除 却 損 368

関 係 会 社 貸 倒 引 当 金 繰 入 額 747 1,116

税 引 前 当 期 純 利 益 371,318

法 人 税 、 住 民 税 及 び 事 業 税 　62,679

法 人 税 等 調 整 額 　△150,641 　△87,961

当 期 純 利 益 459,280

損 益 計 算 書

（注）金額は千円未満を切り捨てて表示しております。
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連結計算書類に係る会計監査報告

指 定 社 員

業務執行社員
公認会計士 鈴 木 智 喜

指 定 社 員

業務執行社員
公認会計士 槇 田 憲 一 郎

独立監査人の監査報告書

2023年５月25日

株式会社　タカチホ

取締役会　御中

　　清陽監査法人
　　　東 京 都 港 区

　監査意見
　当監査法人は、会社法第444条第４項の規定に基づき、株式会社タカチホの2022年4月1
日から2023年3月31日までの連結会計年度の連結計算書類、すなわち、連結貸借対照表、
連結損益計算書、連結株主資本等変動計算書及び連結注記表について監査を行った。
　当監査法人は、上記の連結計算書類が、我が国において一般に公正妥当と認められる
企業会計の基準に準拠して、株式会社タカチホ及び連結子会社からなる企業集団の当該
連結計算書類に係る期間の財産及び損益の状況を、全ての重要な点において適正に表示
しているものと認める。

監査意見の根拠
　当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して監
査を行った。監査の基準における当監査法人の責任は、「連結計算書類の監査における
監査人の責任」に記載されている。当監査法人は、我が国における職業倫理に関する規
定に従って、会社及び連結子会社から独立しており、また、監査人としてのその他の倫
理上の責任を果たしている。当監査法人は、意見表明の基礎となる十分かつ適切な監査
証拠を入手したと判断している。

その他の記載内容
　その他の記載内容は、事業報告及びその附属明細書である。経営者の責任は、その他
の記載内容を作成し開示することにある。また、監査役及び監査役会の責任は、その他
の記載内容の報告プロセスの整備及び運用における取締役の職務の執行を監視すること
にある。
　当監査法人の連結計算書類に対する監査意見の対象にはその他の記載内容は含まれて
おらず、当監査法人はその他の記載内容に対して意見を表明するものではない。
連結計算書類の監査における当監査法人の責任は、その他の記載内容を通読し、通読の
過程において、その他の記載内容と連結計算書類又は当監査法人が監査の過程で得た知
識との間に重要な相違があるかどうか検討すること、また、そのような重要な相違以外
にその他の記載内容に重要な誤りの兆候があるかどうか注意を払うことにある。
　当監査法人は、実施した作業に基づき、その他の記載内容に重要な誤りがあると判断
した場合には、その事実を報告することが求められている。
その他の記載内容に関して、当監査法人が報告すべき事項はない。

連結計算書類に対する経営者並びに監査役及び監査役会の責任
　経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる企業会計の基準に準拠
して連結計算書類を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による
重要な虚偽表示のない連結計算書類を作成し適正に表示するために経営者が必要と判断
した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

連結計算書類に係る会計監査報告

－ 25 －
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　連結計算書類を作成するに当たり、経営者は、継続企業の前提に基づき連結計算書類を
作成することが適切であるかどうかを評価し、我が国において一般に公正妥当と認められ
る企業会計の基準に基づいて継続企業に関する事項を開示する必要がある場合には当該事
項を開示する責任がある。
　監査役及び監査役会の責任は、財務報告プロセスの整備及び運用における取締役の職務
の執行を監視することにある。

連結計算書類の監査における監査人の責任
　監査人の責任は、監査人が実施した監査に基づいて、全体としての連結計算書類に不正
又は誤謬による重要な虚偽表示がないかどうかについて合理的な保証を得て、監査報告書
において独立の立場から連結計算書類に対する意見を表明することにある。虚偽表示は、
不正又は誤謬により発生する可能性があり、個別に又は集計すると、連結計算書類の利用
者の意思決定に影響を与えると合理的に見込まれる場合に、重要性があると判断される。
　監査人は、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に従って、監査の過
程を通じて、職業的専門家としての判断を行い、職業的懐疑心を保持して以下を実施す
る。
・　不正又は誤謬による重要な虚偽表示リスクを識別し、評価する。また、重要な虚偽表
示リスクに対応した監査手続を立案し、実施する。監査手続の選択及び適用は監査人の判
断による。さらに、意見表明の基礎となる十分かつ適切な監査証拠を入手する。
・　連結計算書類の監査の目的は、内部統制の有効性について意見表明するためのもので
はないが、監査人は、リスク評価の実施に際して、状況に応じた適切な監査手続を立案す
るために、監査に関連する内部統制を検討する。
・　経営者が採用した会計方針及びその適用方法の適切性、並びに経営者によって行われ
た会計上の見積りの合理性及び関連する注記事項の妥当性を評価する。
・　経営者が継続企業を前提として連結計算書類を作成することが適切であるかどうか、
また、入手した監査証拠に基づき、継続企業の前提に重要な疑義を生じさせるような事象
又は状況に関して重要な不確実性が認められるかどうか結論付ける。継続企業の前提に関
する重要な不確実性が認められる場合は、監査報告書において連結計算書類の注記事項に
注意を喚起すること、又は重要な不確実性に関する連結計算書類の注記事項が適切でない
場合は、連結計算書類に対して除外事項付意見を表明することが求められている。監査人
の結論は、監査報告書日までに入手した監査証拠に基づいているが、将来の事象や状況に
より、企業は継続企業として存続できなくなる可能性がある。
・　連結計算書類の表示及び注記事項が、我が国において一般に公正妥当と認められる企
業会計の基準に準拠しているかどうかとともに、関連する注記事項を含めた連結計算書類
の表示、構成及び内容、並びに連結計算書類が基礎となる取引や会計事象を適正に表示し
ているかどうかを評価する。
・　連結計算書類に対する意見を表明するために、会社及び連結子会社の財務情報に関す
る十分かつ適切な監査証拠を入手する。監査人は、連結計算書類の監査に関する指示、監
督及び実施に関して責任がある。監査人は、単独で監査意見に対して責任を負う。
　監査人は、監査役及び監査役会に対して、計画した監査の範囲とその実施時期、監査の
実施過程で識別した内部統制の重要な不備を含む監査上の重要な発見事項、及び監査の基
準で求められているその他の事項について報告を行う。
　監査人は、監査役及び監査役会に対して、独立性についての我が国における職業倫理に
関する規定を遵守したこと、並びに監査人の独立性に影響を与えると合理的に考えられる
事項、及び阻害要因を除去又は軽減するためにセーフガードを講じている場合はその内容
について報告を行う。

利害関係
　会社及び連結子会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定に
より記載すべき利害関係はない。

以　上

－ 26 －



2023/05/30 11:15:40 / 22946979_株式会社タカチホ_招集通知_電子提供措置用

計算書類に係る会計監査報告

指 定 社 員
業務執行社員

公認会計士 鈴 木 智 喜

指 定 社 員
業務執行社員

公認会計士 槇 田 憲 一 郎

独立監査人の監査報告書

2023年５月25日

株式会社　タカチホ

取締役会　御中

　　清陽監査法人
　　　東 京 都 港 区

　監査意見
　当監査法人は、会社法第436条第２項第１号の規定に基づき、株式会社タカチホの2022
年4月1日から2023年3月31日までの第77期事業年度の計算書類、すなわち、貸借対照表、
損益計算書、株主資本等変動計算書及び個別注記表並びにその附属明細書（以下「計算
書類等」という。）について監査を行った。
　当監査法人は、上記の計算書類等が、我が国において一般に公正妥当と認められる企
業会計の基準に準拠して、当該計算書類等に係る期間の財産及び損益の状況を、全ての
重要な点において適正に表示しているものと認める。

監査意見の根拠
　当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して監
査を行った。監査の基準における当監査法人の責任は、「計算書類等の監査における監
査人の責任」に記載されている。当監査法人は、我が国における職業倫理に関する規定
に従って、会社から独立しており、また、監査人としてのその他の倫理上の責任を果た
している。当監査法人は、意見表明の基礎となる十分かつ適切な監査証拠を入手したと
判断している。

その他の記載内容
　その他の記載内容は、事業報告及びその附属明細書である。経営者の責任は、その他
の記載内容を作成し開示することにある。また、監査役及び監査役会の責任は、その他
の記載内容の報告プロセスの整備及び運用における取締役の職務の執行を監視すること
にある。
　当監査法人の計算書類等に対する監査意見の対象にはその他の記載内容は含まれてお
らず、当監査法人はその他の記載内容に対して意見を表明するものではない。
　計算書類等の監査における当監査法人の責任は、その他の記載内容を通読し、通読の
過程において、その他の記載内容と計算書類等又は当監査法人が監査の過程で得た知識
との間に重要な相違があるかどうか検討すること、また、そのような重要な相違以外に
その他の記載内容に重要な誤りの兆候があるかどうか注意を払うことにある。
　当監査法人は、実施した作業に基づき、その他の記載内容に重要な誤りがあると判断
した場合には、その事実を報告することが求められている。
その他の記載内容に関して、当監査法人が報告すべき事項はない。

計算書類等に対する経営者並びに監査役及び監査役会の責任
　経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる企業会計の基準に準拠
して計算書類等を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重
要な虚偽表示のない計算書類等を作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した
内部統制を整備及び運用することが含まれる。

計算書類に係る会計監査報告

－ 27 －
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　監査人の責任は、監査人が実施した監査に基づいて、全体としての計算書類等に不正
又は誤謬による重要な虚偽表示がないかどうかについて合理的な保証を得て、監査報告
書において独立の立場から計算書類等に対する意見を表明することにある。虚偽表示
は、不正又は誤謬により発生する可能性があり、個別に又は集計すると、計算書類等の
利用者の意思決定に影響を与えると合理的に見込まれる場合に、重要性があると判断さ
れる。
　監査人は、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に従って、監査の
過程を通じて、職業的専門家としての判断を行い、職業的懐疑心を保持して以下を実施
する。
・　不正又は誤謬による重要な虚偽表示リスクを識別し、評価する。また、重要な虚偽
表示リスクに対応した監査手続を立案し、実施する。監査手続の選択及び適用は監査人
の判断による。さらに、意見表明の基礎となる十分かつ適切な監査証拠を入手する。
・　計算書類等の監査の目的は、内部統制の有効性について意見表明するためのもので
はないが、監査人は、リスク評価の実施に際して、状況に応じた適切な監査手続を立案
するために、監査に関連する内部統制を検討する。
・　経営者が採用した会計方針及びその適用方法の適切性、並びに経営者によって行わ
れた会計上の見積りの合理性及び関連する注記事項の妥当性を評価する。
・　経営者が継続企業を前提として計算書類等を作成することが適切であるかどうか、
また、入手した監査証拠に基づき、継続企業の前提に重要な疑義を生じさせるような事
象又は状況に関して重要な不確実性が認められるかどうか結論付ける。継続企業の前提
に関する重要な不確実性が認められる場合は、監査報告書において計算書類等の注記事
項に注意を喚起すること、又は重要な不確実性に関する計算書類等の注記事項が適切で
ない場合は、計算書類等に対して除外事項付意見を表明することが求められている。監
査人の結論は、監査報告書日までに入手した監査証拠に基づいているが、将来の事象や
状況により、企業は継続企業として存続できなくなる可能性がある。
・　計算書類等の表示及び注記事項が、我が国において一般に公正妥当と認められる企
業会計の基準に準拠しているかどうかとともに、関連する注記事項を含めた計算書類等
の表示、構成及び内容、並びに計算書類等が基礎となる取引や会計事象を適正に表示し
ているかどうかを評価する。
　監査人は、監査役及び監査役会に対して、計画した監査の範囲とその実施時期、監査
の実施過程で識別した内部統制の重要な不備を含む監査上の重要な発見事項、及び監査
の基準で求められているその他の事項について報告を行う。
　監査人は、監査役及び監査役会に対して、独立性についての我が国における職業倫理
に関する規定を遵守したこと、並びに監査人の独立性に影響を与えると合理的に考えら
れる事項、及び阻害要因を除去又は軽減するためにセーフガードを講じている場合はそ
の内容について報告を行う。

利害関係
　会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべ
き利害関係はない。

以　上
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監　査　報　告　書

　当監査役会は、2022年４月１日から2023年３月31日までの第77期事業年度の
取締役の職務の執行に関して、各監査役が作成した監査報告書に基づき、審議
の上、本監査報告書を作成し、以下のとおり報告いたします。

１．監査役及び監査役会の監査の方法及びその内容
(1)　監査役会は、監査の方針、職務の分担等を定め、各監査役から監査の実

施状況及び結果について報告を受けるほか、取締役等及び会計監査人から
その職務の執行状況について報告を受け、必要に応じて説明を求めまし
た。

(2)　各監査役は、監査役会が定めた監査役監査の基準に準拠し、監査の方
針、職務の分担等に従い、取締役、内部監査部門その他の使用人等と意思
疎通を図り、情報の収集及び監査の環境の整備に努めるとともに、以下の
方法で監査を実施しました。

①　取締役会その他重要な会議に出席し、取締役及び使用人等からその職
務の執行状況について報告を受け、必要に応じて説明を求め、重要な決
裁書類等を閲覧し、本社及び主要な事業所において業務及び財産の状況
を調査いたしました。また、子会社については、子会社の取締役等と意
思疎通及び情報の交換を図り、必要に応じて子会社からの事業の報告を
受けました。

②　事業報告に記載されている取締役の職務の執行が法令及び定款に適合
することを確保するための体制その他株式会社及び子会社から成る企業
集団の業務の適正を確保するために必要なものとして会社法施行規則第
100条第１項及び第３項に定める体制の整備に関する取締役会決議の内
容及び当該決議に基づき整備されている体制（内部統制システム）につ
いて、取締役及び使用人等からその構築及び運用の状況について定期的
に報告を受け、必要に応じて説明を求め、意見を表明いたしました。

③　会計監査人が独立の立場を保持し、かつ、適正な監査を実施している
かを監視及び検証するとともに、会計監査人からその職務の執行状況に
ついて報告を受け、必要に応じて説明を求めました。また、会計監査人
から「職務の遂行が適正に行われることを確保するための体制」（会社
計算規則第131条各号に掲げる事項）を「監査に関する品質管理基準」
（平成17年10月28日企業会計審議会）等に従って整備している旨の通知
を受け、必要に応じて説明を求めました。

　以上の方法に基づき、当該事業年度に係る事業報告及びその附属明細
書、計算書類（貸借対照表、損益計算書、株主資本等変動計算書及び個別
注記表）及びその附属明細書並びに連結計算書類（連結貸借対照表、連結
損益計算書、連結株主資本等変動計算書及び連結注記表）について検討い
たしました。

監査役会の監査報告

－ 29 －
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２．監査の結果

(1)　事業報告等の監査結果

①　事業報告及びその附属明細書は、法令及び定款に従い、会社の状況を
正しく示しているものと認めます。

②　取締役の職務の執行に関する不正の行為又は法令若しくは定款に違反
する重大な事実は認められません。

③　内部統制システムに関する取締役会決議の内容は相当であると認めま
す。また、当該内部統制システムに関する事業報告の記載内容及び取締
役の職務の執行についても、指摘すべき事項は認められません。

(2)　計算書類及びその附属明細書の監査結果

　会計監査人清陽監査法人の監査の方法及び結果は相当であると認めま
す。

(3)　連結計算書類の監査結果

　会計監査人清陽監査法人の監査の方法及び結果は相当であると認めま
す。

常 勤 監 査 役 所　正 純

社 外 監 査 役 滝 澤　亮

社 外 監 査 役 目 黒　匡

2023年５月25日
　　　　　　　　　　株式会社タカチホ　監査役会

　

以　上
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取締役６名選任の件

候補者
番　号

ふ 　　り 　　が 　　な

氏　　　　　名
（ 生 年 月 日 ）

略歴、当社における地位、担当
( 重 要 な 兼 職 の 状 況 )

所有する当社
の 株 式 数

１

再任

く

久
ぼ

保
た

田
 

　
 

　
かず

一
み

臣
(1982年７月５日生)

2008年４月 当社入社

2015年１月 当社経営マネジメント課長

2016年４月 当社マーケティング部長

2016年６月 当社取締役

2017年１月 当社代表取締役社長（現任）

42,554株

【取締役候補者とした理由】
　当社代表取締役として当社全体を統括し、経営の中枢と

して発揮している強いリーダーシップを、引き続き当社の

経営全般の意思決定に有効的に活かしていただくためであ

ります。

２

再任

みや

宮
 

　
お

尾
 

　
 

　
 

　
さとし

聡
(1973年12月26日生)

1996年４月 当社入社

2010年４月 当社営業推進グループ課長

2013年４月 当社営業戦略室グループ長

2015年１月 当社ﾏｰｹﾃｨﾝｸﾞ部長兼製造部長

2016年４月 当社営業本部部長兼製造部長

2016年６月 当社取締役営業副本部長兼製造

部長

2017年１月 当社常務取締役営業本部長兼ﾏｰ

ｹﾃｨﾝｸﾞ部長兼製造部長

2018年４月 当社常務取締役営業本部長兼製

造部長

2020年６月 当社常務取締役営業本部長兼ﾏｰ

ｹﾃｨﾝｸﾞ部長兼製造部長

2021年６月 当社常務取締役営業本部長兼ﾏｰ

ｹﾃｨﾝｸﾞ部長兼製造部長兼店舗運

営部長（現任）

25,210株

【取締役候補者とした理由】
　当社営業部門での長年の業務経験、加えて事業領域全般

に係る幅広い知見を活かし、営業部門における統括責任者

として、引き続き当社の経営全般の意思決定に有効的に活

かしていただくためであります。

株主総会参考書類

議　案　　取締役６名選任の件

　取締役５名全員は、本総会終結の時をもって任期満了となります。

　また、社外取締役中村徳男氏は本総会終結の時をもって退任いたします。

　つきましては、経営体制の強化を図るため取締役を１名増員し、社外取締

役２名を含む取締役６名の選任をお願いいたしたいと存じます。なお、取締

役の任期は１年であります。

　取締役候補者は、次のとおりであります。
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取締役６名選任の件

候補者
番　号

ふ　 　り 　　が　 　な

氏　　　　　名
（ 生 年 月 日 ）

略歴、当社における地位、担当
( 重 要 な 兼 職 の 状 況 )

所有する当社
の 株 式 数

３

再任

てら

寺
 

　
さわ

澤
 

　
かず

和
 

　
ひろ

宏
(1965年３月21日生)

1987年４月 当社入社

2007年４月 当社業務監査室課長

2012年４月 当社経営企画部内部監査課長

2015年１月 当社経営企画部次長

2017年１月 当社執行役員管理本部部長

2017年６月 当社取締役管理本部長兼総務部

長（現任）

1,467株

【取締役候補者とした理由】
　当社管理部門での長年の業務経験、加えて事業領域全般

に係る幅広い知見を活かし、管理部門における統括責任者

として、引き続き当社の経営全般の意思決定に有効的に活

かしていただくためであります。

４

新任

※
てら

寺
 

　
しま

島
 

　
ち

千
 

　
ひろ

博
(1966年７月29日生)

1991年４月 株式会社八十二銀行入行

2012年２月 同行融資部グループ長

2016年６月 同行富士見支店長

2018年６月 同行融資部副部長

2020年２月 同行野沢支店長

2022年２月 当社経営企画部長

2022年10月 当社執行役員経営企画部長

2023年２月 当社執行役員管理本部副本部長

兼経営企画部長（現任）

－株

【取締役候補者とした理由】
　金融機関での長年の業務経験並びに幅広い見識を元に、
当社の管理部門担当として経営全般の意思決定に有効的に
活かしていただくためであります。

５

再任

ゆ

湯
 

　
はら

原
 

　
のり

儀
 

　
よし

芳
(1955年８月12日生)

【社外取締役としての
在任年数　３年】

1978年４月 株式会社八十二銀行入行

2000年２月 同行安茂里支店長

2005年９月 同行岩村田支店長

2008年２月 同行高田支店長

2009年５月 同行企画部グループ長

2009年10月 同行人事部付

2010年６月 同行退職

公益財団法人八十二文化財団常

務理事

2019年６月 同財団退任

2020年６月 当社社外取締役（現任）

－株

【社外取締役候補者とした理由及び期待される役割の概要】
　直接会社経営に関与された経験はありませんが、金融機

関及び文化財団事業における長年の経験及び見識から企業

経営の健全性を確保するために十分な助言をいただき、当

社の経営全般の意思決定の妥当性・適正性を確保するため

に有効的に活かしていただくためであります。
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取締役６名選任の件

候補者
番　号

ふ　 　り 　　が　 　な

氏　　　　　名
（ 生 年 月 日 ）

略歴、当社における地位、担当
( 重 要 な 兼 職 の 状 況 )

所有する当社
の 株 式 数

６

新任

※
やま

山
 

　
だ

田
 

　
あき

暁
 

　
こ

子
(1968年９月15日生)

1991年４月 関東信越国税局入局

1991年７月 春日部税務署法人課税部門配属

　　　以降 各署にて法人課税事務に従事

2016年12月 上田税務署にて退職

2017年４月 税理士登録

大西税理士事務所入所

2018年６月 つばき税理士法人設立

代表社員就任（現任）

－株

【社外取締役候補者とした理由及び期待される役割の概要】
　直接会社経営に関与された経験はありませんが、税理士

としての企業財務・会計に関する豊富な専門知識と経験に

基づく幅広い見識を、当社の経営全般の意思決定の妥当

性・適正性を確保するために有効的に活かしていただくた

めであります。

（注）１．※印は、新任の取締役候補者であります。

２．各候補者と当社との間に特別の利害関係はありません。

３．湯原儀芳氏及び山田暁子氏は、社外取締役候補者であります。

４．湯原儀芳氏は、現在当社の社外取締役でありますが、同氏の社外取締役としての在

任期間は、本総会終結の時をもって３年となります。

５．当社は、保険会社との間で会社法第430条の３第１項の規定に基づく役員等賠償責

任保険契約を締結しており、当社取締役を含む被保険者が負担することになる法律

上の損害賠償金、訴訟費用を当該保険契約によって填補することとしております。

各候補者が取締役に選任され就任した場合は、当該保険契約の被保険者となりま

す。また、当該保険契約は次回更新時においても同内容での更新を予定しておりま

す。

６．当社は、湯原儀芳氏を東京証券取引所の定めに基づく独立役員として同証券取引所

に届け出ております。同氏の再任及び山田暁子氏の新任が承認された場合は、当社

は両氏を独立役員とする予定であります。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　以上
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地図
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交通の便　　※長野駅（善光寺口）４番のりば

アルピコ交通【46】

市役所経由　大豆島東団地・保科温泉行

（午前９時30分発）

「落合橋入口」停留所下車（徒歩５分）


